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Kimura Keiichi was a director-announcer of Moscow Radio Khabarovsk Station Japanese Section 
(VRK Khabarovsk Group) immediately after World War II. He worked as journalist of Karafuto Shinbun 
(Karafuto Newspaper) in the city of Toyohara (Yuzhno Sakhalinsk after war) in Karafuto (Sakhalin) 
during WWII. After war Karafuto Shinbun has changed name to Shin Seimei Shinbun (New Life News-
paper) in the Soviet Regime. In the same time with him worked Ishizaka Sachiko, Azuma Kazuo, Ishii 
Jiro, Sannomiya Teiichi in the broadcasting station. Especially Ishizaka Sachiko was the first female an-
nouncer of VRK, worked and lived with him to return back to Japan.
Kimura Keiichi has been stayed in Soviet Union until 1948. But nothing was known about him ex-
cluding the fact that he was working in Japanese section of Radio Moscow (Radiobroadcasting pro-
gramms in Japanese in Khabarovsk). The individual file of Kimura Keiichi was discovered in NARA (Na-
tional Archives Reserch Administration) recently. This paper intends to reproduce person’s real image 
(activity) of Kimura based on these historical materials and presents future tasks.
This paper condists of three sections: first, sammery of his life; second, commentary of his docu-
ments (his life in before entry to USSR, activity in Khabarovsk and Moscow, etc.); third, his document, 
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枚目が 1で 11枚目が 32である］。うち 37枚目から 42枚目まではプロジェクト・スティッチにより
作成された図面である。37枚目の 33349は大沢飛行場の見取り図，38枚目の 33350はハバロフスク
市街図，39枚目の 33351はハバロフスク放送局舎建物 1階案内図，40枚目の 33352はハバロフスク
放送局舎建物地階案内図，41枚目の 33353は豊原新生命新聞社建物 1階案内図，42枚目の 33354は
豊原新生命新聞社建物 2階案内図である。プロジェクト・スティッチについては後述する。





















































1973年 5月 18日の時点で，すべての資料は，現在も有効な DA政策［？］を形作るこのファイルの
中に含まれた。
アルマ・リッツ（署名），1973年 5月 18日（年月日署名）
̶     ̶























遠藤實 56歳。遠藤は会社の社長だった。遠藤は 1945年 12月 31日まで新生命に雇われ，その時
［1945年 12月 31日に］，ソヴィエト人により逮捕され，豊原刑務所に投獄された。1946年 2月，
遠藤はハバロフスクに飛び立った［身柄を移送された］。ハバロフスクで死亡したとされている。
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品田正志 30歳。品田は樺太新聞の実習生だった。1946年 3月まで，新生命と一緒だった。1946年 3
月，本斗漁業会社に移り，送還まで本斗に居住していた。現在本州東京都に住んでいる。








































1945年 10月 15日に発行された新聞の初版［第一号］，約 3万部は，豊原の日本人の住民に配布さ
れた。初版が公けになった後，次の日本人が新生命に加わった。留多加から国郷滋，川尻貞二 35歳，
落合からは山田達二（別名山川順）35歳，豊原から徳永久蔵，白浦炭鉱から遠藤 30歳，千村鶴松
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大津敏男 58歳，樺太県知事。菅原道太郎 55歳，農業学教授。柳川 50歳，樺太県庁事務局長。白井
八州男 48歳，樺太県庁第一経済部部長。斉藤金彌 48歳，樺太県庁第二経済部部長。金子利信 56歳，
樺太県庁事務局課長。亀岡（FNU）40歳，樺太県庁恵須取支所行政官。武藤公平 50歳，樺太県庁食
糧配給部部長。木下又三郎 55歳，王子製紙経営担当重役。太田鎮雄 55歳，樺太炭鉱経営担当重役。
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リストを手渡した。許可証に 1946年 10月 19日から 25日と書かれたことを見て，対象者は奇異に
感じた。というのも仕事は 1日で行われるだろうものだったからだ。対象者は帰宅後，21日に［川
上炭鉱へ］出発することを決めた。
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32歳，北海道新聞記者，佐藤正雄 32歳，北海道新聞記者らとともに，1946年 12月 23日午前 3時
まで飲み会に夢中になっていたと話した。中畑は，自分が彼らの所から離れた後，彼らがソヴィエト
人に連れ去られたと述べた。
















1947年 3月 10日に，対象者は豊原市東 5条南 5丁目の旧林業局の建物にある政治部・アジプロ部
に呼び出され，シリエンコ中佐の通訳を通じながら，リスカベッツ中佐の尋問を受けた。対象者は，
バンドゥラ中佐を知っているかどうか，対象者が何を聞いたのか尋ねられた。バンドゥラが対象者に
̶     ̶




































ブルであると述べた［文書の 3枚目から 10枚目までによれば，月 800ルーブルとなっている］。ま
た，放送原稿を書くことで，追加の支払いがあると話した。バンドゥラは対象者に，彼らのために対
象者が記事を書いた場合，月に 4,000ルーブルが支払われることになっていると述べた。













対象者は，ハバロフスクから日本への放送時間は，7時から 7時 30分，19時から 19時 30分，20
時 30分から 21時，21時 30分から 22時，および 23時 45分から 0時 15分（すべて日本時間）で
























̶     ̶














































































̶     ̶
島 田 　 顕
122








を聞いていたと述べた。対象者はまた，21時から 21時 30分の間に放送される「ロンドン BBC放送」
を聞いていた。
























































MGBの本部を去った後，2人はアルヒペンコのところに行き，1948年 9月 23日［1948年 9月 25
日］に 2人が新生命の仕事に着手する 1948年 9月 23日［1948年 9月 25日］まで待つように言わ
れた。2人は帰宅し，その日まで待った。
1948年 9月 23日，対象者と石坂は新生命に行き，1948年 10月 1日に始まる民主通信部に雇用さ
れると言われた。
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1949年 7月 8日［7月 6日］，石坂は対象者に，しばらく外出すると話した。約 40分後，石坂は
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1949年 7月 10日，対象者と石坂は，豊原鉄道駅に向かった。8時から 16時まで待った後，2人は
ついに電車に乗り込んだ。1949年 7月 11日 3時までに，対象者と同行者たちは電車に乗り込んでい
て，3時に彼らは豊原から真岡へ向け出発した。鈴木晃，石橋博美，後藤耕作とその他の何人かの日
本人が別れの挨拶のためにそこにいた。












































北海道札幌市北 25条西 4丁目 131番地
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NARAアメリカ国立公文書館で見つかった木村慶一の個人文書
写真 2.　38枚目：ハバロフスク市街図
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写真 3.　39枚目：ハバロフスク放送局舎建物 1階案内図
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NARAアメリカ国立公文書館で見つかった木村慶一の個人文書
写真 4.　40枚目：ハバロフスク放送局舎建物地階案内図
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写真 5.　41枚目：豊原新生命新聞社建物 1階案内図
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NARAアメリカ国立公文書館で見つかった木村慶一の個人文書
写真 6.　42枚目：豊原新生命新聞社建物 2階案内図
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軍事法廷の陳述により，大田原良里以下 12名には，ロシア連邦社会主義共和国刑法第 1章 58条 6
項，58条 11項に規定されている罪を犯した。タバタは第 1章 58条 6項に規定されている罪を犯した。
ロシア連邦社会主義共和国刑事訴訟法 319, 320条に従い，軍事法廷は以下の刑を宣告する。
工藤新造には，ロシア連邦社会主義共和国刑法第 1章 58条 6項により，刑罰最高手段の銃殺刑と
全財産没収の刑を宣告する。
大田原良里，長谷光助には，ロシア連邦社会主義共和国刑法第 1章 58条 6項により，自由剥奪と
20年の矯正収容所労働と全財産没収の刑を宣告する。
磯崎安雄以下 3名には，ロシア連邦社会主義共和国刑法第 1章 58条 6項により，自由剥奪と 15
年の強制収容所労働に処す。
ウエハラ・ヒコゾウ以下 5名には，ロシア連邦社会主義共和国刑法第 1章 58条 6項により，自由
剥奪と 10年の強制収容所労働に処す。
懲役刑の服役期間を以下の様に算定する。
サトウ［佐藤正雄か？］，ウエハタ［中畑健一か？］は 1946年 12月 30日から，オトバラ［大田
原のことか？］は 1946年 12月 27日から，ハギタ［萩田］は 1946年 12月 29日から，イソザキ［磯
崎安雄］は 1947年 1月 3日から，ヨネヤマ［米山麓］は 1947年 1月 4日から，テラシマ［寺下清
か？］，タバタは 1947年 1月 3日から，キモトは 1947年 1月 11日から，イシカワ［石澤金之助か？］
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NARA, Records of the Army Staff （Records Group 319），Investigative Records Repository （IRR） Personal Name Files, 1939‒1976 
Japanese, Chinese Korean, Ishizaka Sachiko, XA537159, 095.（石坂 NARA文書）
NARA, Records of the Army Staff （Records Group 319），Investigative Records Repository （IRR） Personal Name Files, 1939‒1976 
Japanese, Chinese Korean, Kimura Keiichi, XA537364, 355.（木村 NARA文書）
日本語文献
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